
日本福祉大学 金森克浩

特別支援教育における

ICT活用
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僕の考えでは、「障害」は「困っていること」で、「障
害者」は「困っている人」です。「困っている人」は
助けられる人や助けられるモノがあれば助かりま

す。
僕は困っている人だけど、僕を助けてくれるモノや
人がいたら、困っている人を助けるモノを作れる

し、助けることもできます。
みんなで助け合ったら困っている人はいなくなり
ます。そんな社会にしていくべきだと思います。



サマリー

•基本的な考え方・国の施策から
•現状と課題
•提言
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考え方
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学校教育の情報化の
推進に関する法律
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特別支援教育

幼児児童生徒一人一人の教育的ニーズを把握し、

その持てる力を高め、

生活や学習上の困難を改善又は克服するため、

適切な指導及び必要な支援を行うものである。

7

「健常の子どもと同じにする」が目的ではない

今ある力を大切にする

「困難」を改善する 「障害を直す」が目的ではない

その「手段」を保障する

（文部科学省：特別支援教育の推進について（通知）を
青木高光さんが解説した資料を引用）



（図1）「教育の情報化に関する手引」196ページ
（図 9-2 ICT を活用して障害のある児童生徒も一緒に授業を受けている様子）からの引用
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教育の情報化に関する手引(2019)

• 学習指導要領総則において「障害のある児童（生徒）
などについては，学習活動を行う場合に生じる困難さ
に応じた指導内容や指導方法の工夫を計画的，組織的
に行うこと。」と規定されており，そのためには「情
報手段や教材・教具の活用を図ること。」と述べられ
ている。ICTの活用においても，この事項を踏まえ
，指導内容や指導方法を工夫することが重要である。
また，ICTの活用は，障害のある児童生徒への支援
において大きな効果を発揮するものである。
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教育の情報化に関する手引(2019)

• 小・中学校においては弱視，難聴，知的障害，肢体
不自由，病弱・身体虚弱，言語障害，自閉症・情緒
障害などの特別支援学級が設置されており，これら
の児童生徒に対しては，特別支援学校において活用
されているICTを一人一人の障害の状態等に応じて
活用することが大切である。その際には，指導方法
や教材・教具，支援機器の活用について支援を受け
られるよう，地域の特別支援学校と連携を図ること
が大切である。
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教育の情報化に関する手引(2019)

• 小・中・高等学校における通級による指導に
おいてもICTを有効に活用し一人一人の障害
の状態等に応じて利用することが大切である。

• なお、学習者用デジタル教科書の使用につい
ては、「学習者用デジタル教科書の効果的な
活用の在り方等に関するガイドライン」を参
照のこと。
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• Assistive	Technology	
•支援技術AT

• Augmentative	and	Alternative	
Communication	

•拡大代替コミ ュニケーショ ン
Ａ Ａ Ｃ

• Accessible	Educational	
Materials	

•アクセス可能な教材教具
AEM



ICT活用の3つのポイント
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主体的

対話的

深い学び



現状と課題
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国立特別支援教育総合研究所 平成26･27年度 専門研究A
障害のある児童生徒のためのICT活用に関する総合的な研究

-学習上の支援機器等教材の活用事例の収集と整理-より

実施した調査 結 果

•全国の特別支援学校悉皆調査

•回答数は783校(回収率62.2％)

• ICTの活用を中心に，学習上の支援機
器，教材・教具等の保有状況並びに，
その活用の現状と課題を把握

特別支援

学校調査

•都道府県指定都市の教育委員会へ

•回答率100％

•無線LANの設置及びタブレットPCのア
プリケーション導入整備についての方
針及び特徴的な取り組みを収集

教育委員
会調査

•高知県・仙台市・品川区の小中高等
学校へ調査

•回答数は437校(回収率77.8％)

•通常の学級，通級指導教室，特別支
援学級などのICT機器及び教材の整
備状況とその活用について情報収集

小中高等

学校調査

知的障害特別支援学校では整備状況に遅れも。
今後のICT活用推進のためには

校務分掌の整備の必要性・キーパーソンの育
成と確保・ガイドブックやマニュアルの準備と利
用・ICT活用に関わる研修の実施・無線LANの整
備などが求められる

活用に関しては特定の教員に依存している現
状も。
ICT活用を推進するためには、専門性の向上や
環境の整備などが課題。

通級指導教室については、必要度は高いが、
普通教室に比べて十分整備されていない現状
にある。

無線LANを設置できると回答した教育委員会
は60%であり、自由記述では、「管理者への申
請が必要」「要項を制定する」など工夫を記述。

タブレット端末のアプリ購入については、有料
アプリの購入については郵券の管理方式のよ
うにプリペイドカードを購入して利用用途を記
録する方法などもあった。



環境整備の課題
• YouTubeやショッピングサイト、クラウドサービスなどにア
クセスするのを制限している自治体が多く

①児童生徒の学習に必要なコンテンツにアクセスできない

②AIスピーカーやクラウドサービスの使い方が学習できな
い

③迷惑メールやフィッシングメールへの対応が学習できない

④OSやアプリのアップデートが学校単位でできなかったり
アップデートそのものができない

⑤e-Sportsに取り組みたくてもオンラインゲームサイトにア
クセスできない

といった、インターネットアクセスにおける自治体による
【セキュリティガチガチ問題】がある。
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ICT活用の4観点9項目
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大学教育における講義の課題

• 国内の特別支援学校教員免許1種を取得できる大学ま
たは大学院の部局（118部局）を対象として「特別
支援教育におけるICT活用」に関する内容を取り扱
う授業の実施状況に関する実態調査。(平成22年度)

• 授業の実施率は全体で約60％であり，実施状況とし
ては，全体の約80％が講義中心の授業であった。

• ICT活用に関する内容が授業全体に占める割合は
「20％以下」という回答が全体の約8 割。

• 国公立大学と私立大学の違いはあまりなかったが，
地域間では実施傾向の違いがある項目も見られた。
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小林巌・中園正吾・金森克浩・島治伸・三崎吉剛・丹羽登：「特別支援教育にお
けるICT活用」に関する大学の授業の実態調査―特別支援教育教員養成課程等を
対象として―. 日本教育工学会論文誌. Vol. 36(Suppl.), pp. 25-28, 2012.



専門家の不足

• 海外ではＡＴコーディネーターが学校区に
配備され、地域の学校の支援をしている。
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提言
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提言

•Assistive Technologyの活用に関する
知識と技能を有したＩＣＴ支援員の配置

•教育センターや特別支援学校によるICT活用
に関するサポートセンター機能

•養成段階から現職に至るまでの教員の専門性
の向上のための仕組み作り

•デジタル教科書を含むＩＣＴ機器並びにアク
セシブルなインターネット環境の整備
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ご静聴ありがとうございます
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Droplet projectより
http://droplet.ddo.jp/


